
概要

熱川プリンスホテル
東伊豆町で自噴している熱川温泉は源泉温度が高いことが特徴で、水(井戸水)で薄めることで適正温
度にした後に、各浴場設備にて提供している。「出来る限り温泉を薄めず、お客様に温泉をより濃く味わっ
てほしい」という思いから、補助金を活用して熱回収ユニット(熱交換器含む)の導入を行い、温泉熱の給
湯利用を行った。
余剰熱を給湯に活用することで源泉への加水量を削減できるだけでなく、上水加熱のためのエネルギーコ
ストの削減、並びにCO2排出量の削減に成功した。
事 業 者 名 (株)ニュー熱川プリンスホテル

所 在 地 静岡県賀茂郡東伊豆町

泉 質 ナトリウム-塩化物・硫酸塩温泉

温 泉 温 度 約75℃

熱利用温度 約55℃

稼 働 開 始 2020年

総 事 業 費 約995万円（一部補助金あり）

主な温泉熱利用方法のシステム 実施体制
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事業実施の際の課題と解決策

熱川プリンスホテル
事業検討の流れ

85.14 t-CO2

/年相当

削減

CO2排出量削減効果

約37 万円

/年相当

削減

エネルギーコスト削減効果

【その他の効果】
• 温泉温度の調整を目的とした温泉への加水を減らすことに成功
し、「温泉の成分をより濃く味わってほしい」という思いの実現につ
ながった

• チタン製熱交換器を導入したことにより、温泉スケールを洗浄す
る必要が無くなった (温泉槽に設置している既存の熱交換器は
半年に1回程度の洗浄が必要である)

課題発生
時期 課題 解決策

温泉熱利用
設備導入時

• 源泉温度が高いため熱交換器に温泉ス
ケールが溜まりやすくこまめな洗浄が
必要だった

• 温泉成分に強い
チタン製熱交換
器を導入した

補助金
利用検討時 • 補助金の審査要件が不明確だった ー

(特になし)

補助金
申請時

• 提出書類が多く、申請が煩雑だった
• 何を提出すれば良いか不明確だった
• 容易に準備できない提出書類があった。
• 熱量やCO2排出量の計算は専門分野で
はないため難しく、ハードルが高く感
じた

• 補助金の書類申
請に関して、コ
ンサル会社に協
力を依頼した

補助金
採択後

(事業実施中)

• 3年間行う年1回の定期報告のための
準備作業の負担が、当初想定していた
よりも大きかった

ー
(特になし)

※: CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果に基づく
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